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一
、
は
じ
め
に

人
々
に
仏
道
修
行
を
促
す
為
に
、
唱
導
僧
達
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。『
三

宝
絵
』
が
成
立
し
た
背
景
に
も
、『
枕
草
子
』
に
記
さ
れ
た
「
説
教
師
」
へ
の
視
線

に
も
、『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
が
残
す
法
会
の
内
容
な
ど
に
も
、
す
べ
て
唱
導
と
い

う
場
に
立
ち
会
っ
た
人
々
の
様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
結
縁
は
切
な
る
願

い
で
あ
り
、
其
処
に
至
る
苦
し
い
道
程
は
喜
び
に
昇
華
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し

て
、
浄
土
の
確
約
は
更
な
る
修
行
を
促
す
も
の
で
も
あ
り
、
戒
律
や
施
を
伴
い
な
が

ら
も
、
人
々
は
仏
の
道
へ
と
誘

い
ざ
な
わ
れ
る
。
多
く
の
文
学
作
品
に
、
唱
導
に
携
わ
っ
た

人
々
の
様
々
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
等
を
語
る
内
容
は
ど
う
あ
れ
、
彼
等
の
語

り
の
能
力
が
、
当
時
の
信
仰
や
寺
院
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
た
側
面
は
看
過
出
来
な

い
。
が
、
そ
の
詳
細
は
依
然
と
し
て
朧
気
な
ま
ま
で
あ
る
。

真
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
説
経
才
学
抄
』
は
、
鎌
倉
末
期
に
成
立
し
た
真
言
僧
用

の
説
経
台
本
、
い
わ
ゆ
る
説
草
の
一
つ
で
あ
るq

。
現
存
す
る
の
は
、
巻
四
下
・
巻
五

上
下
に
相
当
す
る
「
諸
聖
教
説
釈
」「
因
縁
処
」「
説
経
才
学
抄
」（
以
後
混
乱
を
避
け
、

内
題
扱
い
を
「
才
学
抄
」
と
す
る
）
の
三
帖
の
み
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ

が
各
項
目

テ
ー
マ

の
も
と
に
、
細
分
化
さ
れ
た
機
能
的
形
態
に
沿
っ
て
筆
録
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
項
目
を
目
次
で
示
す
と
、

「
諸
聖
教
説
釈
」

（
八
）
華
厳
経
・
（
九
）
大
集
経
・
（
十
）
大
品
経
・
（
十
一
）
涅
槃
経
・
（
十

二
）
金
光
明
経
・
（
十
三
）
最
勝
王
経
・
（
十
四
）
金
剛
般
若
経
・
（
十
五
）
仁

王
経
・
（
十
六
）
寿
命
経
・
（
十
七
）
転
女
成
仏
経
・
（
十
八
）
摩
耶
経
・
（
十

九
）
懺
法
・
（
廿
）
理
趣
経
・
（
廿
一
）
随
求
陀
羅
尼
・
（
廿
二
）
尊
勝
陀
羅

尼
・
（
廿
三
）
千
手
陀
羅
尼
・
（
廿
四
）
阿
弥
陀
大
呪
・
（
廿
五
）
呪
事
・
（
廿

六
）
宝
篋
印
陀
羅
尼
・
（
廿
七
）
光
明
真
言
・
（
廿
八
）
密
宗
事
・
（
廿
九
、
本

文
内
、
卅
）
五
部
大
乗
巻
数

「
因
縁
処
」

（
一
）
堂
舎
・
（
二
）
塔
事
・
（
三
）
幡
　
付
宝
蓋
　
花
鬘
・
（
四
）
鐘
・
（
五
）

二
王
・
（
六
）
温
室
・
（
七
）
僧
坊
・
（
八
）
卒
都
婆
・
（
九
）
灌
頂
・
（
十
）

戸
張

「
才
学
抄
」

（
十
一
）
渡
船
・
（
十
二
）
作
路
・
（
十
三
）
橋
・
（
十
四
）
作
路
渡
橋
・
（
十

五
）
形
代
・
（
十
六
）
袈
裟
・
（
十
七
）
管
絃
・
（
十
八
）
供
花
・
（
十
九
）
供

香
・
（
廿
）
灯
明
・
（
廿
一
）
切
髪
納
仏
・
（
廿
二
）
蘭
瓮
・
（
廿
三
）
彼
岸
・

（
廿
四
）
法
施
・
（
廿
五
）
聞
法
・
（
廿
六
）
布
施
・
（
廿
七
）
小
善
感
大
果
・

（
廿
八
）
不
修
布
施
・
（
廿
九
）
信
施
・
（
卅
）
誠
信
・
（
卅
一
）
懺
悔
・
（
卅

二
）
発
心
・
（
卅
三
）
持
斎
・
（
卅
四
）
持
戒
・
（
卅
五
）
不
殺
生
戒
・
（
卅
六
）

不
偸
盗
・
（
卅
七
）
不
邪
淫
・
（
卅
八
）
不
妄
語
・
（
卅
九
）
不
沽
酒
・
（
四
十
）

不
説
四
衆
過
・
（
四
十
一
）
不
自
讃
戒
・
（
四
十
二
）
不
慳
貪
・
（
四
十
三
）
不

瞋
恚
・
（
四
十
四
）
不
謗
三
宝
・
（
四
十
五
）
出
家
・
（
四
十
六
）
善
知
識
・

真
福
寺
蔵
『
説
経
才
学
抄
』
の
修
行

―
「
小
善
感
大
果
事
」
か
ら
「
懺
悔
」
へ

―

藤
　
　
井
　
　
佐
　
　
美



（
四
十
七
）
逆
修
善
根
・
（
四
十
八
）
追
福
・
（
四
十
九
）
無
常

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
経
典
引
用
や
要
文
を
掲
げ
る
〈
経

論
釈
処
〉、
引
き
続
き
経
意
や
経
証
或
い
は
功
徳
を
説
く
〈
訓
釈
処
〉、
そ
の
因
縁
を

紹
介
す
る
〈
因
縁
処
〉
と
い
う
三
つ
の
部
立
て
（
以
後
、
巻
五
上
に
相
当
す
る
内
題
扱

い
の
場
合
は
「

」
で
、
部
立
て
扱
い
を
〈

〉
で
区
別
す
る
）
に
応
じ
て
筆
録
さ
れ
て

い
る
。

本
書
は
、
唱
導
或
い
は
法
会
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
数
多
の
構
成
要
素
、
例
え
ば
次

第
・
法
則
・
講
式
・
表
白
・
願
文
・
諷
誦
文
・
声
明
の
よ
う
に
従
来
知
ら
れ
て
い
る

関
連
資
料
と
比
較
し
て
も
、
説
経
（
或
い
は
説
法
）
の
生
々
し
い
様
子
を
伝
え
る
点

で
稀
少
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
研
究
史
は
浅
い
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
ま
で
、
中
国

や
我
が
国
の
文
学
作
品
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み
て
き
たw

。

本
稿
は
引
き
続
き
、
注
釈
を
兼
ね
な
が
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中

で
も
「
標
題
説
話
」
及
び
「
要
約
説
話
」
と
呼
ば
れ
る
内
容
を
手
掛
か
り
に
、
実
質

的
な
修
行
を
促
そ
う
と
す
る
唱
導
の
手
法
或
い
は
展
開
を
辿
り
な
が
ら
、
説
草
に
残

さ
れ
た
説
話
の
機
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
るe

。

二
、「
小
善
感
大
果
事
」
と
「
不
修
布
施
人
得
悪
報
事
」

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、「
才
学
抄
」
の
項
目
、
廿
七
・
廿
八
に
該
当
す
る
。

直
前
の
「
廿
六
、
布
施
」
の
内
容
は
、
項
目
名
が
示
す
通
り
広
範
囲
に
わ
た
る
布
施

を
概
括
的
に
論
じ
る
。
そ
の
為
に
、
整
理
上
煩
雑
な
面
を
伴
う
が
、
敢
え
て
そ
の
展

開
を
追
う
と
、〈
経
論
釈
処
〉
経
典
要
文
14
文→

完
形
説
話
１
文→

（
衣
布
施
事
）→

経
典
要
文
１
文→

〈
因
縁
処
〉
標
題
説
話
５
文
、
要
約
説
話
２
文
、
完
形
説
話
12
文

と
ま
と
め
る
事
が
出
来
、
先
に
示
し
た
部
立
て
の
〈
訓
釈
処
〉
も
〈
経
論
釈
処
〉
に

包
含
さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

本
書
に
は
、
教
義
の
注
釈
で
あ
る
経
釈
（
或
い
は
教
釈
）
と
譬
喩
因
縁
と
し
て
の

説
話
が
混
在
す
る
。
引
用
方
法
に
も
、
出
典
を
明
記
し
た
上
で
直
接
引
用
を
示
す
と

思
わ
れ
る
「
文
」
の
符
号
を
記
す
も
の
が
あ
る
一
方
、
省
略
や
大
意
を
示
す
「
云
云
」

「
取
意
」「
意
歟
」
な
ど
が
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
散
佚
書
や
偽
（
疑
）
経
の
問
題

も
関
わ
っ
て
、
未
だ
典
拠
未
詳
と
い
う
点
が
多
い
事
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
廿

六
に
は
数
多
の
書
名
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
学
僧
達
が
座
右
に
し
た
で
あ
ろ
う
文
献

も
具
体
的
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
が
注
目
す
る
説
話
に
至
っ
て
も
一
つ
一
つ
が
長
文
で
あ
り
、
首
尾
一

貫
し
た
内
容
を
持
つ
「
完
形
説
話
」
の
数
の
多
さ
が
示
す
よ
う
に
、
典
拠
に
繋
が
る

手
掛
か
り
も
充
実
し
た
項
目
と
言
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
に
結
果
と
し
て
教
義
の

分
散
を
招
く
事
に
も
な
り
、
と
も
す
れ
ば
素
材
の
関
連
性
ま
で
も
が
見
失
わ
れ
る
怖

れ
も
あ
っ
て
、
実
際
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
唱
導
の
在
り
方
に
は
疑
問
が
残
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
以
下
の
内
容
が
補
う
の
で
あ
る
。

廿
七
　
小
善
感
大
果
事
　
（
五
四
一
頁
上
）

Ａ
　
優
曇
女
ハ

以
紙
一

枚
一

奉
仏
、
得
タ
リ
三
十
二
相
之
尊
形
ヲ
一

。

Ｂ
　
荘
厳
花
女
ハ

以
三
粒
麦
ヲ
一

奉
観
音
、
生
タ
リ

七
宝
充
満
之
家
ニ
一

。

Ｃ
　
鉢
羅
花
女
ハ

以
六
粒
大
豆
ヲ
一

奉
観
音
一

、
成
ル

三
千
界
国
王
ト
一

、

Ｄ
　
金
剛
女
ハ

以
三
粒
麻
実
一

奉
観
音
、
生

利
天
、

Ｅ
　
舎
衞
国
波

（
婆
）

羅
門
ハ

一
道
シ
テ

仏
ヲ
一

二
十
五
劫
天
上
ニ

生
テ

、
後
ニ
ハ

成
ル

辟
支

仏
ト
一

。

Ｆ
　
聞
シ

一
ヒ

経
ヲ
一

牛
ハ

生
レ

兜
率
天
ニ
一

、

Ｇ
　
摩
那
女
ハ

為
母
一

、
一
字
経
ヲ

書
シ
カ
ハ

、
母
免
キ

地
獄
苦
ヲ
一

、

Ｈ
　
須
達
之
家
ノ
犬
ハ

見
仏
ヲ
一

故
ニ

、
生
レ
テ

大
国
王
女
ニ
一

、
遂
ニ

成
リ
キ

国
母
ト
一

。

Ｉ
　
花
天
女
ハ

奉
一
枝
花
ヲ

仏
ニ
一

、
九
十
一
劫
之
間
タ

、
所
ニ

生
一

厚
サ

三
尺
ニ

花
雨
リ
キ

。

Ｊ
　
利
徳
女

大

集

経

意
ハ

切
髪
一

油
ヲ

買
テ

一
灯
一

奉
仏
カ
ラ
、
身
ニ

光
明
現
シ
テ
遂
ニ

国
母
ト

成
リ
タ
リ
。
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Ｋ
　
智
度
論
云
、
有
小
因
大
果
小
縁
大
報
一

如
シ
下

求
仏
道
ヲ
一

、
讃
シ

一
偈
ヲ
一

一
ヒ

称
シ

南
無
仏
ト
一

焼
テ

一
捻
ヒ
ネ
リ

香
ヲ
一

、
必
得
上
∨

作-

仏
ニ
一
文

廿
八
　
不
修
布
施
人
得
悪
報
事
　
（
五
四
一
頁
下
〜
五
四
二
頁
下
）

Ｌ
　
斎
法
功
徳
経
云
、
背
キ

悪
行
一

趣
善
ニ
一

人
ハ

、
七
世
必
相
フ

如
来
ニ
一

。
離
修
行
一

在
不
孝
ノ

心
一

人
ハ

堕
地
獄
道
ニ
一
文

Ｍ
　
昔
梵
行
比
丘
僧
ヲ

糞
穢
食ク
ラ
ウ
コ
ト

云
ヒ

出
シ

タ
リ
シ
者
ハ

、命
尽
テ

焦
熱
地
獄
ニ

堕
シ
テ

、

自
彼
一

出
テ

舎
衞
城
ノ

築ツ
イ

垣
ノ

下
ニ

汗
穢
不
浄
ヲ
集
リ

タ
ル
ミ
ソ
ア
リ
、
其
中
ニ

足
四
有
ル
虫
ノ
色
白
ニ

成
リ
テ
、
糞
穢
ヲ

為
食
ト
一

自
彼
一

出
テ

、
又
取
返
テ

焦

熱
地
獄
ニ

堕
シ
テ

、
返
テ

件
ノ
ミ
ソ
ノ
中
ニ

生
レ
ヌ

。
如
此
シ
テ

展
転
為
歴
ス
ル
コ
ト

无

限
。
無
ラ
メ

供
養
コ
ソ
一

、
何
況
虚
言
ヲ

云
付
ケ
ム
ヲ
ヤ
。

Ｎ
　
納
受
給
故
ニ

、
浄
土
菩
提
ノ
善
願
必
ス
成
就
ス
ル

也
。
サ
レ
ハ
経
文
ニ
ハ

百
種

温
薬
施
仏
及
僧
云
々

温
室
無
差
別
善
根
ト

者
、
温
室
ヲ

修
セ
ム
ニ
、
我
温
ナ

悪
人
ト

ア
ヒ
ソ
ト
争
事
有
一

候
フ
。
温
室
功
徳
経
ニ
ハ

、
清
浄
勝
終ツ
イ
ニ

成
仏
説
ケ

リ

。
道
智
（
珍
）

禅
師
ノ
夢
想
云
、
阿
弥
陀
ノ
誓
願
ノ
船
ニ
ハ

、
不
修
温
室
ヲ
一

者
不

乗
ト
一

見
了
。
修
温
室
ヲ
一

往
生
了
。
光
明
皇
后
宮
ハ

阿
●
仏
ノ
垢
ヲ

磨ス

リ

給
フ
、

阿

ノ

温
室
ト
テ
今
候
ト
ソ
。

Ｏ
　
雑
譬
喩
経
云
、
仏
□答

難
陀
乃
往
昔
維
衞
仏
時
一
タ
ヒ

洗
衆
僧
一

之
功
徳
、
自

近
在
釈
種
身
仏
同
世
得
六
通
。

Ｐ
　
福
田
経
云
、
阿
難
白
仏
言
、
我
念
宿
命
一

生
羅
閲
祇
国
一

、
為
庶
民
子
一

身
ニ

生
悪
疾
、
治
之
不
差
一

。
有
親
友
道
人
一

、
来
語
我
一

言
、
当
浴
衆
僧
一

取
其

浴
水
一

、
以
用
洗
﹇
脱
文
﹈

Ｑ
　
仏
時
、
阿
難
自
霊
鷲
山
一

、
給
孤
独
園
ヘ

御
シ

ケ
ル
道
ニ

、
有
リ
二
人
餓
鬼
一

鉄
ノ

杖
ヲ

以
テ

、
互
ニ

打
合
ヒ
テ

泣
ケ
リ

。
阿
難
奉
問
仏
、
此
因
縁
ヲ
一

仏
答
玉
フ

、
此

二
人
ハ

宿
生
ノ

夫
妻
也
。
夫
行
セ
ム
ト
ス
レ
ハ

善
根
ヲ
一

、
妻
制
止
之
ヲ
一

、
妻
為
修
善

根
一

、
夫
制
止
之
、
其
怯
貪
ノ
故
ニ

今
餓
鬼
ノ

報
受
也
。
互
ニ

制
止
シ

事
ヲ

恨
テ

如
此
打
合
也
云
々

又
墓
辺
ニ

一
人
餓
鬼
ア
リ
、
髑
髏
ヲ

鉄
ノ

杖
ヲ
以
テ
、
打

テ
泣
ク
、
奉
問
之
、
此
ハ

宿
生
ノ
髑
髏
也
。
昔
此
ノ
体
ニ

ア
リ
シ
時
、
不
修

善
根
、
今
得
鬼
人
報
ヲ
一

恨
シ
キ

間
、
如
此
打
也
ト
答
給
云
々

又
林
間
ニ

天
人

集
テ

、
古
キ
髑
髏
ニ
花
ヲ
散
シ
テ

礼
事
ア
リ
キ

。
此
モ

宿
生
ノ

首
也
。
修
善
根
今

得
ル
ヲ
二

天
人
報
一

悦
也
ト

答
云
々

打
髏
カ
ハ
ネヲ

一

鬼
人
ハ

恨
宿
生
之
悪
ヲ
一

、
散
花
云

人
ハ

、
悦
先
生
之
善
ヲ
一
文

短
文
の
集
合
体
と
い
う
本
書
の
特
徴
を
考
慮
し
、
本
文
引
用
に
は
便
宜
上
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
を
区
分
し
な
が
ら
展
開
を
追
う

事
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
読
み
解
き
が
可
能
と
な
る
。

先
ず
「
廿
七
、
小
善
感
大
果
事
」
は
、
直
前
の
項
目
「
布
施
」
内
に
多
く
の
説
話

が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標
題
説
話
を
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
る
。
即
ち
、

Ａ
〜
Ｄ
は
紙
・
麦
・
大
豆
・
麻
実
を
奉
じ
た
功
徳
を
、
Ｅ
〜
Ｊ
は
仏
道
修
行
へ
の
専

念
、
具
体
的
に
は
経
を
聞
く
事
や
写
す
事
、
仏
を
見
る
事
や
献
花
・
献
灯
の
功
徳
を

因
縁
で
紹
介
し
、
偈
と
香
の
功
徳
を
説
く
Ｋ
に
よ
っ
て
項
目
を
閉
じ
る
。

個
々
の
説
話
に
関
し
て
は
、
類
似
す
る
人
物
名
を
『
宝
物
集
』
な
ど
に
も
確
認
出

来
る
が
、
現
段
階
で
は
典
拠
未
詳
の
も
の
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
例
え
ば
Ｉ
の
内
容

は
『
賢
愚
経
』
巻
第
二
ノ
十
や
『
三
宝
絵
』
下
「
僧
宝
」
な
ど
に
も
確
認
出
来
る
上

にr

、
本
書
「
十
八
、
供
花
」（
奉
供
花
三
宝
事
）
に
も
、「

花
天
女
ハ

奉
テ

一
枝
花
ヲ

仏

ニ
一

、
九
十
一
劫
之
間
所
生
一

厚
ア
ツ
サ

三
釈
花
雨
レ
リ
キ
文

」（
五
一
二
頁
上
）
と
説
か
れ
、
こ
こ

で
も
や
は
り
標
題
説
話
と
し
て
の
筆
録
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
は
傍
注
に
「
大
集
経
意
」
と
あ
る
も
の
の
該
当
箇
所
未
詳
で
、「
廿
、

灯
明
」（
以
灯
供
仏
事
）
の
〈
経
論
釈
処
〉（
五
一
五
頁
上
）
で
は
『
賢
愚
経
』
の
要
約

説
話
と
し
て
「
離
徳
女
」
の
名
で
、
同
項
目
〈
因
縁
処
〉（
五
一
六
頁
下
）
で
は
標
題

説
話
と
し
て
「
利
徳
女
」
の
名
で
登
場
し
、
更
に
「
廿
一
、
切
髪
納
仏
」〈
因
縁
処
〉

（
五
一
七
頁
上
）
や
、「
四
九
、
無
常
」
に
付
さ
れ
る
〈
髪
切
加
仏
経
事
〉（
五
七
八
頁

466

九
六
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九
七

真
福
寺
蔵
『
説
経
才
学
抄
』
の
修
行

下
）
に
も
標
題
説
話
と
し
て
筆
録
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｋ
の
『
大
智
度
論
』
が
説
き
、
本
項
目
の
根
幹
を
成
す
「
小
因
大
果
」

に
は
、
一
方
の
悪
行
に
よ
る
報
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
るt

。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
は
僅
か
な
善
行
に
よ
り
悟
り
を
得
た
内
容
の
み
を
並
べ
立
て
て
い
る
。
即

ち
、
直
前
の
「
布
施
」
の
項
目
と
連
関
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
「
善
」
に
視
点
が

置
か
れ
た
ま
ま
、
一
項
目
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
照

に
あ
る
は
ず
の
「
悪
」
を
、
次
の
項
目
が
受
け
継
い
で
ゆ
く
。

さ
て
、
目
次
の
項
目
名
「
廿
八
、
不
修
布
施
」
を
、
本
文
内
で
「
不
修
布
施
人
得

悪
報
事
」
に
改
め
て
い
る
事
で
も
分
か
る
が
、
こ
こ
で
視
点
は
一
転
す
る
。
修
行
か

ら
離
れ
た
為
の
堕
獄
を
説
く
Ｌ
に
続
い
て
説
か
れ
る
の
は
、『
正
法
念
処
経
』
や

『
法
苑
珠
林
』
巻
六
に
も
引
か
れ
る
「
食
糞
鬼
」
で
あ
る
。

こ
の
Ｍ
は
布
施
行
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
糞
穢
を
食
す
る
者
達
が
輪
廻
転
生

す
る
餓
鬼
世
界
に
つ
い
て
説
く
。
我
が
国
で
は
『
往
生
要
集
』
上
や
『
餓
鬼
草
子
』

な
ど
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
の
教
義
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
は
、

空
海
著
『
秘
密
曼
陀
羅
十
住
心
論
』
第
一
の
、

食
糞
鬼
と
は
、
若
し
人
慳
惜
に
し
て
、
不
浄
の
食
を
以
て
沙
門
等
に
施
す
る
に
、

彼
れ
知
ら
ず
し
て
已
に
而
も
便
ち
之
を
食
す
れ
ば
、
食
糞
餓
鬼
の
中
に
堕
つ
。

寿
命
前
の
如
し
。

に
類
似
す
る
内
容
を
確
認
出
来
るy

。
し
か
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｐ
で
は
更
に
一
転
し
て
「
温
室
」

の
施
を
促
す
。
Ｎ
は
温
室
功
徳
に
関
す
る
内
容
の
抜
粋
で
あ
り
、「
因
縁
処
」
の
項

目
「
六
、
温
室
」
の
一
部
分
（
四
六
七
頁
下
〜
四
六
八
頁
上
）
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
既
に
往
生
伝
の
問
題
と
併
せ
て
論
じ
て
お
り
省
略
す
る
が
、
本
説

話
に
つ
い
て
は
其
処
で
既
述
し
た
資
料
以
外
に
も
、
実
叡
の
『
南
都
七
大
寺
縁
起
』

（『
建
久
御
巡
礼
記
』）「
法
華
寺
」、
宗
性
の
『
日
本
高
僧
傳
要
文
抄
』
三
、『
元
亨
釈

書
』
十
八
、『
三
国
伝
記
』
二
な
ど
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
るu

。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
温
室
を
象
徴
す
る
我
が
国
の
例
を
掲
げ
た
後
に
、『
雑
譬
喩

経
』
を
典
拠
と
記
す
Ｏ
の
内
容
が
説
か
れ
る
。『
雑
譬
喩
経
』
九
に
は
六
通
を
得
た

話
と
し
て
、

昔
仏
弟
難
陀
。
乃
往
昔
維
衛
仏
時
人
。
一
洗
衆
僧
之
福
。
功
徳
自
追
生
在
釈
種
。

身
珮
五
六
之
相
。
神
容
晃

金
色
。
乗
前
世
之
福
。
與
仏
同
世
研
精
道
場
便
得

六
通
。
古
人
施
一
猶
有
弘
報
。
況
今
壇
越
能
多
行
者
乎
。
普
等
之
行
必
逮
尊
號
。

加
増
歎
喜
廣
度
一
切
。

と
あ
る
が
、『
法
苑
珠
林
』
巻
第
三
三
や
『
諸
経
要
集
』
巻
第
八
で
次
の
Ｐ
の
内
容

と
一
対
で
収
録
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
本
話
は
単
独
で
引
か
れ
る
説
話
で
は
な
か

っ
た
事
が
分
か
り
、
本
書
の
場
合
も
そ
れ
に
近
い
内
容
に
拠
る
も
の
と
推
測
す
るi

。

そ
し
て
、
そ
の
Ｐ
の
脱
文
箇
所
を
、
出
典
と
記
す
『
仏
説
諸
徳
福
田
経
』
に
求
め

る
と
、瘡

。
便
可
除
愈
。
又
可
得
福
。
我
即
歓
喜
。
往
到
寺
中
。
加
敬
至
心
。
更
作
新

井
。
香
油
浴
具
。
洗
浴
衆
僧
。
以
汁
洗
瘡
。
尋
蒙
除
愈
。
従
此
因
縁
。
所
生
端

正
。
金
色
晃

。
不
受
塵
垢
。
九
十
一
劫
。
常
得
浄
福
僧
祐
廣
遠
。
今
復
値
仏
。

心
垢
消
滅
。
逮
得
応
真
。

が
そ
れ
に
該
当
し
、
温
室
に
よ
る
治
病
が
確
か
な
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
るo

。

何
れ
に
せ
よ
、
前
話
Ｏ
と
併
せ
て
、『
法
苑
珠
林
』
或
い
は
『
諸
経
要
集
』
か
ら
の

引
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
本
書
と
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
述
べ

て
み
た
い
。

さ
て
、
本
項
目
を
ま
と
め
る
Ｑ
は
、
前
世
か
ら
の
宿
生
に
よ
る
違
い
に
つ
い
て
説

い
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
髑
髏
を
打
つ
餓
鬼
と
髑
髏
に
散
華
す
る
人
の
対
比
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
つ
の
「
云
々
」
で
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
こ

れ
ら
四
つ
の
内
容
を
、
改
め
て
一
話
の
説
話
と
し
て
ま
と
め
た
形
で
末
尾
に
「
文
」

を
付
す
。
そ
し
て
、
本
話
は
先
の
「
廿
六
、
布
施
」
の
内
容
（
五
三
八
頁
下
〜
五
三
九

頁
上
）
に
一
致
す
る
話
で
あ
る
。『
阿
育
王
譬
喩
経
』『
分
別
功
徳
論
』
な
ど
が
典
拠

と
さ
れ
る
話
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
書
と
の
同
文
的
一
致
は
見
出
せ
な
い
。
我



が
国
で
は
譬
喩
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
目
連
尊
者
や
離
婆
多
尊
者
ら
と
併
せ

て
、
九
巻
本
『
宝
物
集
』、『
発
心
集
』
七
ノ
十
二
、『
私
聚
百
因
縁
集
』
二
ノ
一
、

『
直
談
因
縁
集
』
四
、『
三
国
伝
記
』
十
一
な
ど
に
も
確
認
出
来
る
が
、
本
書
に
お
い

て
も
善
悪
の
対
比
か
ら
修
行
の
重
要
性
を
説
く
上
で
、
項
目
を
締
め
括
る
説
話
と
し

て
配
置
さ
れ
た
も
の
と
読
み
取
る
事
が
出
来
よ
う!0

。

即
ち
、
本
項
目
は
悪
報
を
名
称
と
し
て
掲
げ
な
が
ら
も
、
内
容
は
一
貫
し
て
い
な

い
。
堕
獄
へ
の
恐
怖
を
避
け
る
為
の
修
行
を
促
し
、
比
較
と
い
う
方
法
を
用
い
な
が

ら
善
行
を
促
す
。
餓
鬼
世
界
の
恐
怖
を
あ
お
り
な
が
ら
も
、
人
々
を
清
浄
へ
と
導
く

温
室
の
布
施
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
善
悪
両
方
の
対
比
に
よ
り
、

修
行
と
は
何
か
と
い
う
大
枠
が
説
明
さ
れ
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
、「
信
施
」
か
ら
「
誠
信
」「
懺
悔
」
へ

さ
て
、
修
行
本
来
の
在
り
方
が
説
か
れ
る
際
に
は
、
あ
く
ま
で
も
内
面
の
充
実
が

問
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
持
続
が
求
め
ら
れ
る
。
続
く
三
つ
の
項
目
は
、
本
書
全

体
の
構
成
か
ら
見
て
も
、
以
降
の
具
体
的
な
修
行
に
移
り
ゆ
く
為
の
導
入
部
と
し
て

用
意
さ
れ
た
内
容
と
読
み
取
る
事
が
出
来
よ
う
。

廿
九
　
信
施
事
　
（
五
四
三
頁
上
〜
五
四
四
頁
上
）

Ｒ
　
止
一
云
、
引
宝
梁
経
云
、
比
丘
ノ

不
∨

修
二
比
丘
ノ

法
ヲ
一

、
大
千
ニ

无
唾
ツ
ハ
キハ
ク

処
一

、
況
受
人
供
養
一

、

Ｓ
　
或
経
意

コ
ゝ
ロ
、
寧
以
剃
刀
ヲ
一

解
ト
ク
ト
モ

身
ヲ
ハ
一

、
不
レ

以
テ
二

无
徳
身
ヲ
一

受
信
施
ヲ
上

若

受
レ
ハ

之
ヲ
一

、
累
劫
ニ

堕
テ

三
悪
道
ニ
一

、
余
残
ト

之
福
力
設
ヒヲ

得
ト
モ
二

人
身
ヲ
尚

後
、
更
還
テ
一
償

ツ
ク
ノフ

之
ヲ
一

、
或
作
リ

奴
婢
ト
一

、
或
ハ

作
リ
児
子
ト
一

、
或
ハ

作

父
母
一

一
云
償
之
ヲ
一

、
父
母
子
依
テ

子
一

損
失
シ

、
子
ハ

依
父
母
一

損
失
ス
ル

、
皆

是
前
世
罪
故
、
可
観
宿
業
ヲ一
云
々

意
歟
、

Ｔ
　
聞
テ

咒
願
一

滅
ス
二

信
施
罪
ヲ
一

。

Ｕ
　
食
堂
作
法
文
殊
偈
曰
、

能
施
処
施
及
施
物
、
於
三
世
中
無
所
得
、
我
等
施
主
最
勝
心
、
供

養
十
万
一

食

前

偈

也

切
仏
、
為
断
一
切
悪
初
一
口

為
修
一
切
善
以
一
口

為
利
諸
衆
生
後
一
口

食
中
偈
也

我
身
中
有
八
万
戸
　
一
一
各
有
九
億
虫
　
済
度
身
命
受
信
施
　
我
成
仏
已

先
度
汝

Ｖ
　
通
布
施
咒
願

則
法
二
施
　
功
徳
無
量
　
檀
波
羅
蜜
　
具
足
円
満
文

Ｗ
　

虚
食
信
施
者
、
梵
網
経
云
、
復
作
ス

是
願
ヲ
一

、
寧
以
此
口
ヲ
一

呑
テ
二

熱
鉄

丸
及
大
流
猛
火
一

、
経
ト
モ

百
千
劫
ヲ
ハ
一

、
終
ニ

不
シ
下

以
テ

破
戒
之
口
ヲ
一

、
食
セ
中

信
心
檀
越
ノ

百
味
飲
食
ヲ
ハ
已上

衣
服
牀
座
医
薬
房
舎
屋
宅
園
林
田
地
等
モ

亦

如
是
如
一

。

Ｘ
　
十
住
論
云
、
一
粒
有
百
血
一

、
人
師
釈
シ
テ

云
血
者
汗
也
。

Ｙ
　
阿
含
経
云
、
施
者
生
天
一

受
者
入
ル

淵
一
文

Ｚ
　
或
経
云
、
破
戒
比
丘
受
二

信
施
一

同
シ
二

八
万
四
千
父
母
殺
ス
ニ
一

、
入
テ
二

阿
鼻

地
獄
一

、
食
ス
二

熱
鉄
丸
ヲ
一

。

卅
　
誠
信
　
（
五
四
四
頁
上
〜
同
頁
下
）

A

瓔
珞
経
云
、
入
三
宝
ノ

海
ニ
一

以
信
ヲ
一

為
源
一

、
信-

在
ス
ル
ニ
ハ

仏
家
ニ
一

、
以
戒
一

為
本
一

、
仏
法
ハ

如
海
一

。
唯
シ

信
能
ク

入
ト
イ
ハ

者
、
孔
丘
コ
ウ
チ

之
言コ
ト
ハ

、
尚
ヲ

信
為

首
ハ
シ
ト
ゝ

一

、
況
、

B

弘
決
云
、
仏
法
ノ

深
理
無
シ
テ

信
一

、
寧
入
ム
ヤ

、
故
云
フ
二

兵
食
尚
可
シ

去ス

ツ
一

信
ヲ

、

不
可
去
一

。

C

華
厳
経
云
、
信
ヲ

為
セ
リ
二

道
ノ

元
ト

功
徳
ノ

母
等
ト
ヲ
一

。

D

智
度
論
云
、
若
无
ケ
レ
ハ

信
心
一

雖
ト
モ

解
文
義
ヲ
一

、
空
ク

无
所
獲ウ

ク
ル

。
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E

止
観
云
、
若
心
ニ

信
レ
ハ

法
ヲ
一

、
々
則
染
ム

心
一

、
猶ユ-

預ヨ

狐-

疑
シ
ヌ
レ
ハ

事
同
シ
二

覆
ル

器キ

ニ
一

。

F

弘
決
云
、
若
信
ス
レ
ハ
二

三
道
即
是
レ

三
徳
ナ
リ
ト
一

、
尚
ヲ

能
ク

度
ル

於
二
死
之
河
ヲ
一

、

況
三
界
ヲ

哉
。

G

大
論
云
、
呑ノ

メ
ル

鈎
ヲ
一

之
魚
ハ

雖
∨

在
リ
ト
二

池
中
ニ
一

、
在
コ
ト

水
一

不
久
カ
ラ
一

。
行

者
モ

亦
尓
ナ
リ

、
信
ス
レ
ハ

般
若
ヲ
一

、
当
シニ
∨

知
ル
下

不
マ
シ
ト
中

久
ク

在
ラ
上

生
死
中
ニ
一

。

濁
水
ニ

入
ツ
レ
ハ

珠
ヲ
一

、
令
ム

水
シ
テ

澄
浄
ナ
ラ
一

、
心
ニ

在
レ
ハ

信
珠
一

令
ム
下
∨

心
ヲ
シ
テ

澄

浄
ナ
ラ
上

。

卅
一
　
懺
悔
　
（
五
四
四
頁
下
〜
五
四
五
頁
上
）

H

涅
槃
経
云
、
若
シ

覆カ
ク
ス

罪
ヲ
一

者
ハ

罪
則
増
長
ス

、
発
露
懺
悔
ス
レ
ハ

罪
即
消
滅
ス

。

I

同
経
云
、
莫
レ
四

軽
ム
シ
テ

小
悪
ヲ
一

、
以
為
ス
ル
コ
ト

無
二

殃ト
カ

一

、
水
滴
雖
ト
モ

微
ナ
リ
ト
一

漸
ク
ニ

盈ミ

ツ
二

大
器
ニ
一

。

J

止
観
云
、
畢ヲ

へ

故フ
ル
キ
ヲ
一

、
不
ル

造
ラ

新
ヲ
一

、
乃
是
懺
悔
ナ
リ

。
懺
シ

已
テ

更
ニ

作
ル

者
ハ

如
シ
二

王
法
ノ

初
シ
テ

犯
シ
テ

得
タ
ル
カ

原

ユ
ル
サ
ル
ゝ
コ
ト

一

、
更
ニ

作
ル
ハ

則
重
キ
カ
一

、
初
テ

入
ル
ハ

道
場
ニ
一

、
罪
則
易
シ

滅
一

更
ニ

作
レ
ハ

難
シ

除
キ
一

、
已
ニ

能
ク

吐ハ

イ
テ

之
一

、
云
何

イ
カ
ン
ソ

更
ニ

●ク
フ
ハ
ム

K

最
勝
王
経
云
、
若
人
百
千
劫
ニ

造
ト
モ
二

諸
ノ

極
重
ノ

罪
ヲ
一

、
暫-

時
能
ク

発
露
ス
レ
ハ

衆
悪
尽
ク

消
滅
ス

。

L

玄
義
云
、
今
ノ

人
雖
入
道
場
一

懺
悔
ス
ト
一

、
悪
心
不
レ
ハ

転
セ
一

、
則
悪
業
不
壊
一

、

悪
業
不
壊
一

、
得
絶
不
ス

断
一

罪
不
得
滅
一

也
。

M

弘
決
云
、
若
不
レ
ハ

生
サ

悔
ヲ
一

、
無
ケ
ム

罪
出
ル

期
シ
テ
一

。

N

普
賢
経
云
、
一
切
業
障
海
。

O

法
花
三
昧
行
儀
云
、
業
性
ハ

雖
空
一

果
報
不
ス

失
一

。

P

普
賢
経
云
、
我
心
自
空
、

Q

心
地
観
経
云
、
一
切
諸
ノ

罪
ハ

性
皆
ナ

如
ナ
リ

倒
ノ

因
縁
忘-

心
ヨ
リ

起
ル

、
如
是
一

罪
相
ハ

本
来
ニ
シ
テ
一

空
ナ
リ

。
三
世
之
中
ニ

無
所
得
一
文

「
廿
九
、
信
施
事
」
で
は
、
先
ず
Ｒ
に
『
摩
訶
止
観
』
第
一
下
を
引
く
事
で
修
法

の
重
要
性
を
説
き
、
実
質
的
な
修
行
へ
と
導
く!1

。
以
下
、
施
を
受
け
る
際
の
心
の
有

り
様
が
罪
業
に
繋
が
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
罪
を
滅
す
る
為
の
咒
願
の
存
在
を
Ｓ

Ｔ
に
示
す!2

。
そ
し
て
、
施
物
に
関
連
し
て
具
体
的
な
Ｕ
「
食
堂
作
法
文
殊
偈
」
が
記

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
偈
に
つ
い
て
は
、
東
寺
長
者
で
も
あ
っ
た
仁
和
寺
真
光
院

禅
助
（
一
二
四
七
〜
一
三
三
〇
）
に
よ
る
『
傳
流
鈔
』「
食
時
作
法
」
に
、

食
物
に
向
ふ
の
時
、
先
づ
火
光
三
摩
地
に
入
り
其
の
食
を
焼
浄
す
。
次
に
金
剛

薬
刃
真
言
を
以
て
加
持
し
了
り
、
即
ち
此
の
食
は
清
浄
無
毒
平
等
大
涅
槃
の
食

と
な
る
と
想
へ
、
三
古
印
を
以
て
之
を
加
持
す
る
こ
と
七
反
な
る
べ
し
。
次
に

金
剛
合
掌
し
て
曰
く
、
貪
欲
と
瞋
恚
と
癡
は
是
れ
世
界
の
三
毒
な
り
。
仏
能
く

法
界
一
切
の
毒
を
断
除
す
る
こ
と
あ
り
。
能
施
所
施
及
び
施
物
、
三
世
中
に
於

て
所
得
な
し
。
我
等
●
勝
の
心
に
安
住
し
、
十
方
一
切
の
仏
に
供
養
す
。
依
と

云
ひ
正
と
い
ふ
是
れ
心
識
。
無
二
平
等
に
し
て
自
他
な
し
。
本
よ
り
自
ら
清
浄

に
し
て
捨
取
を
離
れ
、
無
能
無
所
な
る
を
檀
那
と
號
す
。〈
中
略
〉
次
に
正
に

食
す
る
時
、
三
口
食
す
る
毎
に
一
句
を
誦
す
べ
し
。
為
断
一
切
悪
　
為
修
一
切

善
　
為
度
一
切
衆

証
無
上
菩
提
　
為
断
一
切
悪
　
為
度
一
切
衆

為
証
無
上

道〈
中
略
、
供
養
偈
と
し
て
食
訖

じ
き
き
つ

の
頌
の
直
後
〉
虫
食
ム
シ
カ
ヒ

頌
「
我
身
中
有
八
万
戸

一
一
各
有
九
億
虫
　
済
彼
身
命
受
信
施
　
我
成
仏
已
先
度
汝
」

と
確
認
出
来
、
そ
の
他
の
略
作
法
な
ど
に
お
け
る
一
致
も
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
食
時

作
法
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
ま
た
、
食
堂
に
つ
い
て
は
杲
寶
（
一
三
〇

六
〜
一
三
六
二
）
の
『
東
寶
記
』
に
、
空
海
と
最
澄
の
諸
説
に
関
連
し
て
、
安
置
さ

れ
る
賓
頭
廬
尊
者
や
文
殊
菩
薩
、
千
手
観
音
の
事
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
省

略
し
た
「
文
殊
偈
」
の
周
辺
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
様
々
な
教
義
を
補
う
事
も
出
来
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る!3

。
た
だ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
後
世
の
資
料
で
は
整
然
と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
修
法
の
在
り
方
に
関
す
る
内
容
も
、
本
書
で
は
緩
や
か
な
主
題
構
成
の
も
と
に
、

雑
纂
的
な
形
で
唱
導
の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
事
が
、
こ
れ
に
よ
り
確
認
出
来

る
。そ

し
て
、
先
の
テ
ー
マ
に
も
関
連
す
る
布
施
の
咒
願
を
Ｖ
に
記
す
。
ま
た
、
破
戒

の
身
で
あ
り
な
が
ら
信
施
を
受
け
る
事
を
堅
く
誡
め
る
Ｗ
に
つ
い
て
は
、『
梵
網
経
』

巻
第
十
下
の
、

復
作
二

是
願
一

。
寧
以
二

熱
鉄
羅
網
一

千
重
周
匝
纏
レ

身
。
終
不
下

以
二

破
戒
之
身
一

受
中

於
信
心
檀
越
一
切
衣
服
上

。
復
作
二

是
願
一

。
寧
以
二

此
口
一

呑
二

熱
鉄
丸
及
大
流
猛

火
一

経
二

百
千
劫
一

。
終
不
下

以
二

破
戒
之
口
一

食
中

信
心
檀
越
百
味
飲
食
上

。
復
作
二

是

願
一

。
寧
以
二

此
身
一

臥
二

大
猛
火
羅
網
熱
鉄
地
上
一

。
終
不
下

以
二

破
戒
之
身
一

受
中

信
心
檀
越
百
種
床
座
上

。
復
作
二

是
願
一

。
寧
以
二

此
身
一

受
二

三
百
鉾
刺
一

経
二

一
劫

二
劫
一

。
終
不
下

以
二

破
戒
之
身
一

受
中

信
心
檀
越
百
味
医
薬
上

。
復
作
二

是
願
一

。
寧

以
二

此
身
一

投
二

熱
鉄

一

経
二

百
千
劫
一

。
終
不
下

以
二

破
戒
之
身
一

受
中

信
心
檀
越
千

種
房
舎
屋
宅
園
林
田
地
上

。

に
該
当
す
る
要
文
が
示
さ
れ
て
い
る
が!4

、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
往
生
要
集
』
上
に
も

「
虚
二

食
信
施
一

者
堕
二

此
中
一

。」
と
説
か
れ
て
お
り
、
信
施
に
関
す
る
教
義
内
容
に
、

本
書
が
示
す
よ
う
な
堕
獄
に
至
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。
猶
、
こ
こ

は
合
点
（

）
が
付
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
直
前
の
咒
願
を
含
め
て
読
み
上
げ
る
内

容
と
も
推
測
出
来
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

そ
し
て
、
Ｘ
で
は
労
役
に
よ
る
施
を
、
Ｙ
で
は
施
す
側
と
受
け
る
側
の
行
く
末
の

違
い
を
、
Ｚ
に
至
っ
て
は
、
破
戒
の
比
丘
が
信
施
を
受
け
る
事
は
父
母
を
殺
す
に
等

し
く
、
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
る
と
説
く!5

。
施
の
質
を
説
明
す
る
事
で
、
以
下
の
「
卅
、

誠
信
」「
卅
一
、
懺
悔
」
と
い
う
、
精
神
面
の
問
い
掛
け
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
は
や
こ
こ
で
は
説
話
を
必
要
と
し
な
い
。
依
拠
す
る
経
典
名
が
明
か

さ
れ
な
が
ら
、
部
分
的
引
用
や
要
文
な
ど
を
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
る
。
信
心
や
深
理

を
仏
道
の
根
元
と
し
て
捉
え
、
疑
心
を
抱
く
事
を
堅
く
誡
め
な
が
ら
、
経
文
の
真
の

理
解
を
促
し
つ
つ
懺
悔
へ
と
移
る
の
で
あ
る!6

。

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
頻
繁
に
引
か
れ
る
経
典
で
あ
る
為
か
、
筆
録
も
極
め

て
簡
略
化
さ
れ
る
。
た
だ
、
何
れ
の
文
言
も
、
末
尾
の
Q
で
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』

三
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
罪
業
の
要
因
と
な
る
妄
心
を
誡
め
な
が
ら
、
修
行
に
お
け

る
心
の
有
り
様
、
即
ち
内
面
性
を
更
に
掘
り
下
げ
る
事
を
促
す
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

本
書
に
は
、
教
義
の
注
釈
と
譬
喩
因
縁
が
多
種
多
様
な
姿
で
現
れ
る
。
冒
頭
で
、

わ
た
く
し
は
「
残
さ
れ
た
説
話
」
と
述
べ
た
が
、
有
名
な
経
典
で
さ
え
も
簡
略
化
の

中
で
一
部
分
だ
け
は
辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
筆
録
に
於
け

る
姿
勢
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
覚
え
書
き
」
と
い
う
編
者
（
唱
導
僧
）
側
の
立
場
だ
け
で

な
く
、
聴
衆
側
の
知
識
レ
ベ
ル
に
も
関
わ
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

省
略
と
い
う
方
法
は
、
双
方
に
容
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
教
養
の
範
囲
を
示
す
と
同
時

に
、
予
め
想
定
し
て
い
た
唱
導
の
「
場
」
そ
の
も
の
を
知
る
手
掛
か
り
に
も
な
り
得

る
も
の
で
、
こ
の
点
は
全
体
像
を
見
て
ゆ
く
上
で
の
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
取
り
上
げ
た
中
に
も
項
目
を
越
え
て
重
複
す
る
説
話
が
見
ら
れ
る
が
、
書

写
上
の
分
断
を
確
認
す
る
事
に
よ
り
唱
導
の
場
の
推
測
も
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
項

目
に
よ
っ
て
は
書
写
が
一
端
途
切
れ
て
別
紙
か
ら
書
き
改
め
ら
れ
る
と
い
う
傾
向

が
、
現
存
す
る
三
帖
そ
れ
ぞ
れ
に
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
「
才
学

抄
」
の
項
目
廿
七
は
、
直
前
ま
で
の
善
行
に
関
す
る
様
々
な
内
容
を
標
題
説
話
と
経

文
に
よ
り
一
旦
ま
と
め
る
役
目
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
時
点
で
の
書
写
の

途
切
れ
と
し
て
現
れ
る
。

そ
し
て
、
続
く
廿
八
か
ら
卅
一
ま
で
の
書
写
上
の
一
括
り
は
、
懺
悔
に
繋
が
る
悪

行
を
極
力
避
け
る
為
の
修
行
内
容
を
具
体
的
に
解
き
明
か
す
、
と
い
う
唱
導
に
お
け
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る
一
連
の
流
れ
を
読
み
取
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
小
さ
な
項
目
を
連
関
さ
せ
る

形
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
唱
導
の
場
が
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
、
と
も
推
測
出
来
る
。
確

か
に
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
不
十
分
さ
も
目
立
つ
が
、
取
り
外
し
て
持
ち
運
び
可
能

な
説
草
と
い
う
資
料
形
態
が
持
つ
独
特
の
筆
録
方
法
が
、
其
処
に
は
在
る
。
基
礎
的

な
教
義
や
具
体
性
を
示
す
譬
喩
因
縁
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
臨
機
応
変
に
そ
れ

ら
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
出
来
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

唱
導
と
言
え
ば
、
法
会
な
ど
が
推
測
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
に
立
項

さ
れ
た
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
辿
っ
て
ゆ
く
と
、
必
ず
し
も
煌
び
や
か
な
場
に
相
応
し
い

内
容
ば
か
り
で
は
な
い
事
に
も
気
づ
く
。
他
の
唱
導
資
料
で
は
あ
ま
り
説
か
れ
る
事

の
な
い
テ
ー
マ
へ
の
言
及
が
、
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
談
義
や
講
経
な
ど
と
呼
ば
れ

る
基
礎
的
な
教
育
機
関
と
し
て
の
場
が
、
其
処
に
は
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

寺
院
、
或
い
は
寺
院
の
唱
導
を
支
え
る
も
の
は
、
様
式
美
や
芸
術
面
で
生
み
出
さ

れ
る
要
素
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
の
心
の
有
り
様
を
取
り
上
げ
、
其
処
に
直

接
訴
え
か
け
る
事
に
よ
り
、
さ
さ
や
か
な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
、
更
な
る
段
階
に
引

き
上
げ
る
事
も
、
当
然
の
事
な
が
ら
要
求
さ
れ
て
い
た
。
本
書
が
残
す
小
さ
な
内
容

も
、
修
行
本
来
の
在
り
方
を
示
し
た
上
で
、
其
処
に
至
る
確
か
な
手
掛
か
り
を
人
々

に
与
え
る
為
に
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

注q

阿
部
泰
郎
・
山
崎
誠
氏
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
三
巻
（
一
九
九
九
年
、
臨
川

書
店
）
所
収
。
な
お
、
関
連
論
文
と
し
て
は
、
解
題
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
山
崎

誠
氏
「
真
福
寺
本
『
因
縁
處
』
に
つ
い
て
」（『
仏
教
文
学
』
十
四
・
一
九
八
九
）、
同

氏
「『
説
経
才
学
抄
』
と
そ
の
研
究
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
〇
・
一
九
九

四
）
が
あ
る
が
、
こ
の
他
、
阿
部
泰
郎
氏
『
湯
屋
の
皇
后
』
第
一
章
「
湯
屋
の
皇
后
」

（
一
九
九
八
年
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
に
お
け
る
光
明
皇
后
説
話
と
の
関
連
や
、
小

峯
和
明
氏
『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
二
〇
〇
三
年
、
世
界
思
想
社
）
に

お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
の
紹
介
が
あ
る
。

w

拙
稿
「
真
福
寺
蔵
『
説
経
才
学
抄
』
を
め
ぐ
る
往
生
伝
の
系
譜
」（
福
田
晃
氏
監
修

『
伝
承
文
化
の
展
望
―
日
本
の
民
俗
・
古
典
・
芸
能
―
』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
、
三
弥

井
書
店
）、「
真
福
寺
蔵
『
説
経
才
学
抄
』
の
『
注
好
選
』
引
用
―
持
斎
と
持
戒
を
め

ぐ
っ
て
―
」（
近
刊
『
唱
導
文
学
研
究
』
第
四
集
所
収
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年

二
月
脱
稿
）。

e

こ
の
よ
う
な
短
い
説
話
に
関
し
て
は
、
美
濃
部
重
克
氏
の
「
ヒ
ト
フ
デ
説
話
試
論
」

（『
語
文
』
第
二
七
輯
、
一
九
六
七
年
）
に
お
け
る
定
義
も
あ
る
が
、
本
稿
は
唱
導
資

料
を
素
材
と
す
る
共
通
点
か
ら
、
高
橋
伸
幸
氏
が
「
標
題
説
話
覚
書
―
『
聖
財
集
』

の
説
話
を
通
し
て
―
」（『
史
料
と
研
究
』
第
十
六
号
、
一
九
八
六
年
五
月
）、「
要
約

説
話
管
見
」（『
史
料
と
研
究
』
第
十
九
号
、
一
九
八
九
年
六
月
）、「
要
約
説
話
管
見

〈
承
前
〉」（『
史
料
と
研
究
』
第
二
一
号
、
一
九
九
〇
年
十
月
）、「
浄
土
系
直
談
と
説

話
―
標
題
説
話
の
背
景
（
上
）（
下
）
―
」（『
大
谷
学
報
』
七
一
巻
三
・
四
、
一
九
九

二
年
七
・
八
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
定
義
を
便
宜
上
参
照
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
点

は
今
後
本
書
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
随
時
検
討
し
て
ゆ
く
べ
き
課
題
と
心
得
て
い
る
。

r

Ｉ
関
連
。『
賢
愚
経
』（
第
四
巻
・
№
202
）。
馬
淵
和
夫
・
小
泉
弘
・
今
野
達
氏
校
注

『
三
宝
絵
　
注
好
選
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
一
、
一
九
九
七
年
、
岩
波
書
店
）。

な
お
、
以
下
出
典
及
び
関
連
資
料
は
煩
雑
を
避
け
一
括
し
て
掲
げ
、
重
複
す
る
場
合

は
割
愛
し
た
。
ま
た
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
経
典
に
つ
い
て
は
、
同
名
経
典
な

ど
の
問
題
を
考
慮
し
て

巻
数
・
№
を
示
し
た
。

t

Ｋ
関
連
。『
大
智
度
論
』（

第
二
五
巻
・
№
1509
）。

y

Ｍ
関
連
。
川
崎
庸
之
氏
校
注
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
日
本
思
想
大
系
五
『
空

海
』
所
収
、
一
九
七
五
年
、
岩
波
書
店
）、『
正
法
念
処
経
』（

第
十
七
巻
・
№
721
）、

『
法
苑
珠
林
』（

第
五
三
巻
・
№
2122
）、
石
田
瑞
麿
氏
校
注
『
往
生
要
集
』（
原
典
日

本
仏
教
の
思
想
四
、
一
九
九
一
年
、
岩
波
書
店
）。

u

Ｎ
関
連
。
先
の
注
（
１
）
阿
部
氏
の
前
掲
論
文
、
及
び
（
２
）
拙
稿
参
照
。『
南
都

七
大
寺
縁
起
』（『
東
方
仏
教
叢
書
』
寺
志
部
所
収
、
建
久
三
年
の
奥
書
有
）、『
日
本

高
僧
傳
要
文
抄
』（『
国
史
大
系
』
所
収
）、『
元
亨
釈
書
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一

〇
一
所
収
）、『
三
国
伝
記
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
四
八
所
収
）。

i

Ｏ
関
連
。『
雑
譬
喩
経
』（

第
四
巻
・
№
204
）。『
法
苑
珠
林
』（

第
五
三
巻
・

№
2122
）、『
諸
経
要
集
』（

第
五
四
巻
・
№
2123
）。
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o

Ｐ
関
連
。『
仏
説
諸
徳
福
田
経
』（

第
十
六
巻
・
№
683
）。

!0

Ｑ
関
連
。『
天
尊
説
阿
育
王
譬
喩
経
』（

第
五
〇
巻
・
№
2044
）、『
分
別
功
徳
論
』

（

第
二
五
巻
・
№
1507
）、
三
木
紀
人
氏
校
注
『
方
丈
記
　
発
心
集
』（
新
潮
日
本
古

典
集
成
、
一
九
七
六
年
、
新
潮
社
）、『
私
聚
百
因
縁
集
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一

四
八
所
収
）、
阿
部
泰
郎
・
小
林
直
樹
・
田
中
貴
子
・
近
本
謙
介
・
廣
田
哲
通
氏
編

『
日
光
天
海
蔵
　
直
談
因
縁
集
　
翻
刻
と
索
引
』（
研
究
叢
書
二
二
五
、
一
九
九
八
年
、

和
泉
書
店
）。

!1

Ｒ
関
連
。『
摩
訶
止
観
』（

第
四
六
巻
・
№
1911
）。

!2

Ｔ
関
連
。『
参
語
集
』
三
「
咒
願
文
并
鐘
咒
願
文
」（『
東
方
仏
教
叢
書
』
随
筆
部
所

収
）
に
は
、「
三
宝
願
海
　
不
可
思
議
　
恒
沙
劫
中
　
讃
揚
難
窮
　
依
事
難
替
　
顕
密

の
諸
仏
事
は
、
此
の
咒
願
文
を
通
じ
用
ふ
る
也
」
と
、
仁
和
寺
で
用
い
ら
れ
た
咒
願

文
が
記
さ
れ
る
。

!3

Ｕ
関
連
。『
伝
流
鈔
』（『
国
譯
密
教
』
事
相
部
第
四
巻
所
収
、
国
書
刊
行
会
）、『
東

寶
記
』（『
続
々
群
書
類
従
』
宗
教
部
所
収
）。

!4

Ｗ
関
連
。『
梵
網
経
』（

第
二
四
巻
・
№
1484
）。

!5

Ｘ
は
『
十
住
毘
婆
沙
論
』（

第
二
六
巻
・
№
1521
）、
Ｙ
は
『
増
一
阿
含
経
』（

第
二
巻
・
№
125
）
な
ど
の
関
連
が
推
測
出
来
る
が
未
詳
。
Ｚ
が
示
す
地
獄
の
様
子
な

ど
は
『
往
生
要
集
』
に
詳
し
い
。

!6

Q
関
連
。『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』（

第
三
巻
・
№
159
）。

付
記本

稿
は
、
二
〇
〇
三
年
度
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
（
於
・
南
山
大
学
）
に
お
け
る
口

頭
発
表
の
後
半
部
（
猶
、
前
半
部
は
『
伝
承
文
学
研
究
』
次
号
掲
載
予
定
）
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
折
も
大
勢
の
先
生
方
か
ら
御
助
言
を
頂
戴
し
た
が
、
取
り

上
げ
た
短
い
説
話
の
定
義
に
関
し
て
は
、
伴
利
昭
先
生
か
ら
も
具
体
的
な
注
意
点
な

ど
を
含
め
て
様
々
に
御
教
導
頂
い
た
。
ま
た
、
書
誌
の
問
題
や
仏
教
文
学
の
研
究
方

法
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
都
度
先
生
よ
り
頂
戴
し
た
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
尾
道
大
学
非
常
勤
講
師
）
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